
１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・「3．外周道路などの整備」、「5．新庁舎整備の検討」、「6．公民連携した市駅周辺の空間づくり」にお
いて一部未達成であるものの、施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「新庁舎でめざす体制や行政サービスを実現可能とするオフィス環境の整備」については、目標を達成して
いる。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

市民満足度の分析

【満足度44.4％】
・年代別では、19歳以下が最も高く、69.2％である。最も低いのは、70歳台で37.6％であった。
・昨年度と比較すると全体では、14.8ポイント減少したものの、熟年世代（45～64歳）では9.9ポイントの減少
にとどまっている。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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※関連指標なし
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※関連指標なし
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※関連指標なし
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※関連指標なし
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施策の分析

・「２．枚方市駅周辺再整備ビジョンの推進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「１．枚方市駅周辺地区第一種市街地再開発事業の推進」の関心・期待度・ニーズは平均的であるが、取組満足度は高い。
・「３．外周道路などの整備」の関心・期待度・ニーズと取組満足度は平均的である。
・「５．新庁舎整備の検討」の関心・期待度・ニーズは高いが、取組満足度は平均的である。
・「６．公民連携した市駅周辺の空間づくり」の関心・期待度・ニーズは低いが、取組満足度は平均的である。
・「４．行政サービス充実のためのオフィス環境整備」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

枚方市駅周辺の賑わい・魅力
18_01 枚方市駅周辺の再整備

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

44.4% 23.3% 32.3%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

15.2％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『枚方市
駅周辺の賑わ
い・魅力』に
紐づく全取り
組み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 18_01 枚
方市駅周辺の
再整備』に紐
づく取り組み
⇒赤ダイヤ◆

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・枚方市駅南側のまちづくりについては、市民や市議会、有識者からの意見を伺うとともに、事業
者ヒアリングを行い、関係機関と連携しながら中心市街地の賑わい創出や防災性の向上等につなげ
ていく。
・新庁舎については、これまでの市民からの意見などを踏まえ、庁舎機能の具体的な検討を進め、
新庁舎整備基本計画の策定に向けて取り組む。
・新庁舎整備を見据え、市民にとって便利でわかりやすく、心地よく過ごせる空間づくりや、職員
の新しい働き方を実現する執務環境の整備など、新庁舎整備に向けて必要な機能を引き続き検討す
る。
・事業の目的や進捗などについて、効果的な手法で市民へPRを行っていく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、「１．親子で楽しめる屋内の遊び場の設置やみどりの大空間の整備」において一部未
達成であるものの、概ね達成できている。

【施策指標】
・「ホテルとの連携実績数」について、未達成である。

市民満足度の分析

【満足度44.4％】
・年代別では、19歳以下が最も高く、69.2％である。最も低いのは、70歳台で37.6％であった。
・昨年度と比較すると全体では、14.8ポイント減少したものの、熟年世代（45～64歳）では9.9ポイントの減少
にとどまっている。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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施策の分析

・「１．親子で楽しめる屋内の遊び場の設置やみどりの大空間の整備」の関心・期待度・ニーズは平均的で、取組満足度は低い。
・「２．バンケット付きホテルの創業支援」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

枚方市駅周辺の賑わい・魅力
18_02 枚方市駅周辺の賑わいづ

くりの創出

関心・期待度・ニーズが高い

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

目指すべき姿
（施策満足
度）『枚方市
駅周辺の賑わ
い・魅力』に
紐づく全取り
組み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 18_02 枚
方市駅周辺の
賑わいづくり
の創出』に紐
づく取り組み
⇒赤ダイヤ◆

取組満足度
が高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

44.4% 23.3% 32.3%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

15.2％

施策満足度

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、関係機関と連携しながらまちの魅力を高めるため、みどりの大空間や
導入する都市機能、新たな道路の検討も含め、にぎわいのあるまちの具体化に取り組む。
・「１．親子で楽しめる屋内の遊び場の設置やみどりの大空間の整備」について、整備時期を見据
えたニーズの把握等により、効率的に取り組むとともに満足度向上を図っていく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策としては、概ね達成しており、目標達成に向けて計画通り進捗している。

【施策指標】
・「レファレンス等利用件数」、「文化財活用事業満足度」、「枚方宿鍵屋資料館の年間来館者数」について
は目標を達成している。
・「特別史跡百済寺跡と楠葉台場跡が内外に誇れる観光資源であると思う市民の割合」、「旧田中家鋳物民俗
資料館の年間来館者数」及び「大型観光バスで特別史跡百済寺跡に見学に来た団体観光客数」が目標未達成で
ある。

市民満足度の分析

【満足度19.1％】
・年代別では、20歳台が最も高く、30.4％である。最も低いのは、70歳台で15.0％であった。
・昨年度と比較すると全体では、11.2ポイント減少したものの、子育て世代（25～44歳）で、4.5ポイントの減
少にとどまった。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「２．郷土史に対する理解の促進」、「３．文化財の普及啓発と活用」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「１．百済寺跡の築地塀再現や楠葉台場跡へのシンボル設置」は関心・期待度・ニーズは平均的だが、取組満足度は高い。

観光資源が生かされている
19_01 歴史文化遺産の活用と情

                報発信の充実

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

19.1% 26.6% 54.3%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

32.1％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『観光資
源が生かされ
ている』に紐
づく全取り組
み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 19_01 歴
史文化遺産の
活用と情報発
信の充実』に
紐づく取り組
み⇒赤ダイヤ
◆

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、引き続き市の歴史文化遺産の情報発信を強化していくとともに、中・
長期的な観点から文化財の保存・活用のための取組を明確に規定し、計画的・継続的な推進を図る
ことを目的に、枚方市文化財保存活用地域計画の策定に着手する。
・遺構が現存する希少な河川台場跡である国史跡楠葉台場跡において、大砲モニュメントを設置し、
史跡としての認知度や魅力の向上を目指す。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、おおむね達成できている。
・「１１．農業体験や古民家を活用した観光ビジネスの支援」は、古民家再生協会との協議が事業を進める上で
の課題である。

【施策指標】
・「観光消費推計額」、「新たな観光情報発信拠点利用者数」、「舟運イベント乗船客数」、「淀川河川敷枚方
エリアの活性化（全体）」、「枚方まつりの来場者数」については未達成だが、目標達成に向け推進している。

市民満足度の分析

【満足度19.1％】
・年代別では、20歳台が最も高く、30.4％である。最も低いのは、70歳台で15.0％であった。
・昨年度と比較すると全体では、11.2ポイント減少したものの、子育て世代（25～44歳）では、4.5ポイントの
減少にとどまっている。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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※関連指標なし
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※関連指標なし
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※関連指標なし
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※関連指標なし
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※関連指標なし
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施策の分析

・「２．新たな観光情報発信拠点の整備」、「４．まちなみや町家の保全」、「６．淀川舟運の充実（淀川舟運の定期運航）」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はとも
に高い。「２０．にぎわい空間の創出」の関心・期待度・ニーズは平均的だが、取組満足度は高い。
・「１．観光マーケティング」、「８．サイクルロードの中継ポート整備」は関心・期待度・ニーズは高いが、取組満足度は平均的である。
・「１１．農業体験や古民家を活用した観光ビジネスの支援」は関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。
・「５．市駅周辺再整備にあわせた天野川の活用の推進」、「９．東部地域の活性化」、「１６．「空飛ぶクルマ」の発着場整備」の関心・期待度・ニーズは平均的で取組
満足度は低い。
・「７．水辺アクティビティの展開」、「１９．枚方フェスティバル協議会の支援」の関心・期待度・ニーズは低く、取組満足度は平均的である。
・「３．枚方宿エリアに新たな観光スポットを創出」、「１０．「癒しの郷氷室・津田～美Healthプロジェクト」の推進」、「１２．地域資源を活かした観光コンテンツの創
出及びツーリズム化」、「１３．市内大学生や留学生とともに体験型コンテンツの創出とプロモーションを推進」、「１４．ひらかた万博共創プラットフォームによる共創
の促進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度は低い。

観光資源が生かされている
19_02 観光施策の推進

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

19.1% 26.6% 54.3%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

32.1％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

目指すべき姿
（施策満足
度）『観光資
源が生かされ
ている』に紐
づく全取り組
み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『19_02 観
光施策の推
進 』に紐づ
く取り組み⇒
赤ダイヤ◆

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、本市が広く選ばれるまちとなるため、観光資源の効果的な発信による地域内外の交流
機会の創出を図っていく。
・地域資源である天野川について、地域、事業者などの多様な主体と連携し、交流や回遊性の向上に資する活用の
検討を進める。
・観光施策の推進については、マーケティングの観点からデータ調査分析を行うとともに、観光関連団体と連携し、
コンテンツ造成やプロモーションに取り組み、地域経済の活性化を推進する。
・東部地域の活性化に向け、地域、事業者など多様な主体と連携し、多くの人が同地域を訪れ、その魅力を感じて
もらえるよう、新鮮な野菜の収穫体験をはじめとする里山と農を生かした取り組みなど東部地域の資源を活用する
とともに、地域の魅力の発信をさらに強化していく。

施策評価員による評価

・観光施策の「選択と集中」による取り組みの見直しも検討すべきではないか。
・万博開催年にもかかわらず満足度が低下した点を重く受け止め、取り組み数の多さが成果の分散を招いていない
か検証するとともに、市民評価の高い観光資源への重点化を検討すべきではないか。
・イベント通知がタイムリーにできていない。市民が関心を寄せ、満足度の高い取り組みを最優先に実施すべきで
はないか。
・満足度が平均より低い取り組みが全体の80%を占める現状では、継続か見直しかの判断を早急に行う必要がある
のではないか。観光資源の効果的な発信は地域経済に直結するため、引き続き取り組み自体は進めてもらいたい。
・観光振興策が局所的な効果にとどまっており、シティプライドやシティセールスにつながっていない。一つ一つ
の事業の評価と、それらの相乗効果を合わせた施策の評価について、精査する必要があるのではないか。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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